様式第１号(第５条関係)

南魚沼の木で家づくり事業補助金交付申請書


年　　月　　日

　　　(あて先)
[bookmark: _GoBack]　南魚沼市長


住所　　　　　　　　　　　　　　　　

ふりがな　　　　　　　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号　(　　　　)　　―　　　　　　　


　　　　年度において、南魚沼の木で家づくり事業を下記のとおり実施したいので、南魚沼の木で家づくり事業補助金交付要綱第5条の規定により、補助金を交付されるよう関係書類を添えて申請します。

記

1　事業計画書 (別紙1)
2　南魚沼市産スギ使用明細表(別紙2)
3　位置図、平面図、立面図

別紙１　事業計画書

　　①　申請者等
	建築主
	別紙のとおり、南魚沼市産スギ材を使用することを確認しました。

(住所)

(氏名)
(連絡先)　TEL　(　　　)　　―

	納材者名
	別紙のとおり、南魚沼市産スギ材を納材することを確認しました。

(住所)

(氏名〈名称〉)

(代表者名)
(連絡先)　TEL　(　　　)　　―

	施工業者
	
(住所)

(氏名〈名称〉)

(代表者名)
(連絡先)　TEL　(　　　)　　―


納税状況の調査に関する事項
　申請人資格等が適格であることを証する書類（納税証明書）添付の代わりに、貴職において市税収納簿の調査を行う事を承諾します。

	建築主氏名 　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　施工業者氏名〈名称〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
※1　市外からの転入者又は上記に承諾しない場合、納税証明書を添付すること
　　②　建築概要
	建築時期
	　　　　年　　月　　日　　～　　　　　年　　月　　日

	建築場所
	　　　南魚沼市　　　　　　　　　　　　　　　番地

	建築物の概要
	(建築面積)　　　　　　　　　　　　　　　　m2
(延床面積)　　　　　　　　　　　　　　　　m2

	木材使用状況
	区分
	材積(m3)
	金額(円)
(補助対象事業費)

	
	南魚沼市産スギ材
	　
	　
	①

	補助金申請金額
①×1／3
	
千円　(千円未満切捨て)　　　


　※1　南魚沼市産スギ材の納材者が複数の場合は、「申請者等」欄に全て記載すること。またその場合、「木材使用状況」欄には、合計した数値を記載すること。
　　2　「木材使用状況」欄は、別紙「南魚沼市産スギ材使用明細表」から転記して記載すること。
別紙２　「南魚沼市産スギ材使用明細表」
	区分
	名称
(部材名)
	規格(単位：mm)
	数量
(本)
	材積
(m3)
	単価
(円)
	金額
(円)
	摘要

	
	
	短辺
	長辺
	長さ
	
	
	
	
	

	　　　南魚沼市産スギ材
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　注)1　材積は、小数第5位まで求めて、四捨五入し4位まで記載すること。
　　 2　既存の納材(品)書で上記内容がすべてわかる場合は、代用できる。
　　 3　金額は、消費税抜き価格を記入する。

